
ハ

舷
側
吹
流
し
装
置
の
支
柱
は
、
そ
の
長
さ
が
三

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
投
縄
機
の
後
部
に
設
置

し
、
支
柱
二
メ
ー
ト
ル
上
部
に
少
な
く
と
も
三
本
の

お
ど
し
を
設
置
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
お
ど
し
の

太
さ
は
、
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
お
ど
し

先
端
は
、
水
面
に
触
れ
る
程
度
の
十
分
な
長
さ
と
す

る
こ
と
。

二

夜
間
投
縄

イ

当
該
海
域
に
お
け
る
日
出
か
ら
日
没
後
一
時
間
ま

で
の
間
は
、
投
縄
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ロ

船
上
の
照
明
は
、
操
業
及
び
航
海
の
安
全
を
考
慮

し
た
上
で
最
小
限
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

吹
流
し
装
置

イ

長
さ
は
、
最
低
で
も
百
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。

ロ

枝
縄
が
水
中
に
沈
む
地
点
の
風
上
側
の
船
尾
に
、

海
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置
に
保
持
で
き
る

よ
う
に
取
り
付
け
、
ª
の
付
い
た
鈎は
り

が
沈
む
水
域
上

空
を
捕
捉
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ハ

お
ど
し
の
取
付
間
隔
は
、五
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
、

絡
み
を
防
ぐ
た
め
サ
ル
カ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。
こ

の
場
合
、
お
ど
し
の
長
さ
は
、
可
能
な
限
り
水
面
近

く
に
到
達
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ニ

吹
流
し
装
置
の
長
さ
が
百
五
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の

場
合
は
、
ª
の
付
い
た
鈎は
り

が
沈
む
水
域
上
空
を
捕
捉

で
き
る
よ
う
に
、
先
端
に
牽
引
物
を
取
り
付
け
る
こ

と
。

四

吹
流
し
装
置
（
軽
量
型
）

イ

長
さ
は
、
最
低
で
も
百
メ
ー
ト
ル
又
は
漁
船
の
全

長
の
三
倍
の
長
さ
と
す
る
こ
と
。

ロ

枝
縄
が
水
中
に
沈
む
地
点
の
風
上
側
の
船
尾
に
、

海
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置
に
保
持
で
き
る

よ
う
に
取
り
付
け
、
ª
の
付
い
た
鈎は
り

が
沈
む
水
域
上

空
を
捕
捉
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ハ

お
ど
し
の
取
付
間
隔
は
、一
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
、

お
ど
し
の
長
さ
は
、
最
低
で
も
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
す
る
こ
と
。

五

加
重
枝
縄

イ

鈎は
り

か
ら
一
メ
ー
ト
ル
以
内
に
錘お
も
りを
取
り
付
け
る
場

合
は
、
四
十
五
グ
ラ
ム
以
上
六
十
グ
ラ
ム
未
満
の

錘お
も
りを
取
り
付
け
る
こ
と
。

ロ

鈎は
り

か
ら
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
錘お
も
りを
取
り
付
け

る
場
合
は
、
六
十
グ
ラ
ム
以
上
九
十
八
グ
ラ
ム
未
満

の
錘お
も
りを
取
り
付
け
る
こ
と
。

ハ

鈎は
り

か
ら
四
メ
ー
ト
ル
以
内
に
錘お
も
りを
取
り
付
け
る
場

合
は
、
九
十
八
グ
ラ
ム
以
上
の
錘お
も
りを
取
り
付
け
る
こ

と
。

六

青
色
染
色
ª

食
品
衛
生
法
施
行
規
則
別
表
第
一
に

掲
げ
る
食
用
青
色
一
号
で
染
色
を
す
る
こ
と
。

四

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
海
岸
線
と
東
経
百

四
十
一
度
の
線
と
の
交
点
か
ら
南
緯
五
十
五

度
東
経
百
四
十
一
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南

緯
五
十
五
度
東
経
百
四
十
一
度
の
点
か
ら
南

緯
五
十
五
度
東
経
八
十
度
の
点
に
至
る
直

線
、
南
緯
五
十
五
度
東
経
八
十
度
の
点
か
ら

南
緯
四
十
五
度
東
経
八
十
度
の
点
に
至
る
直

線
、
南
緯
四
十
五
度
東
経
八
十
度
の
点
か
ら

南
緯
四
十
五
度
東
経
三
十
度
の
点
に
至
る
直

線
、
南
緯
四
十
五
度
東
経
三
十
度
の
点
か
ら

東
経
三
十
度
の
線
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
海
岸

線
と
の
交
点
に
至
る
直
線
か
ら
成
る
線
以
北

の
イ
ン
ド
洋
の
海
域
の
う
ち
南
緯
二
十
五
度

以
南
の
海
域

１

次
に
掲
げ
る
漁
具
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
以
上
の
種
類

の
漁
具
を
使
用
し
、
か
つ
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に

掲
げ
る
漁
具
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
以
上
の
種
類
を
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

夜
間
投
縄

二

吹
流
し
装
置

三

加
重
枝
縄

四

青
色
染
色
い
か
ª

五

残
さ
排
出
管
理

六

投
縄
装
置
（
投
縄
機
又
は
水
中
投
縄
機
）

２

前
項
に
掲
げ
る
漁
具
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲

げ
る
方
法
に
よ
り
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

夜
間
投
縄

イ

天
測
暦
に
よ
る
当
該
海
域
の
日
出
か
ら
日
没
ま
で

の
間
は
、
投
縄
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ロ

船
上
の
照
明
は
、
操
業
及
び
航
海
の
安
全
を
考
慮

し
た
上
で
最
小
限
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

吹
流
し
装
置

イ

長
さ
は
、
最
低
で
も
百
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。

ロ

長
さ
が
百
五
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
は
、
吹
流

し
の
張
り
を
維
持
す
る
た
め
に
、
先
端
に
牽
引
物
を

取
り
付
け
る
こ
と
。

ハ

水
面
上
に
あ
る
吹
流
し
は
、細
く
丈
夫
な
も
の
で
、

赤
色
、
橙
色
又
は
黄
色
の
は
っ
き
り
と
し
た
色
と
す

る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
海
鳥
類
の
順
応
を
防
ぐ
運
動

性
を
確
保
す
る
た
め
十
分
に
軽
く
、
か
つ
、
風
に
よ

る
よ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
重
量
で
あ
る
こ
と
。

ニ

お
ど
し
は
、
赤
色
、
橙
色
又
は
黄
色
の
は
っ
き
り

と
し
た
色
と
し
、
お
ど
し
効
果
の
あ
る
運
動
性
を
確

保
す
る
た
め
、三
さ

サ
ル
カ
ン
で
取
り
付
け
る
こ
と
。

こ
の
場
合
、
お
ど
し
の
長
さ
は
、
可
能
な
限
り
水
面

近
く
に
到
達
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ホ

お
ど
し
の
取
付
け
は
、
一
組
ず
つ
と
し
、
間
隔
は

五
メ
ー
ト
ル
以
内
と
す
る
こ
と
。

ヘ

吹
流
し
装
置
は
、
投
縄
前
に
設
置
し
使
用
す
る
こ

と
。

ト

枝
縄
が
水
中
に
沈
む
地
点
の
風
上
側
の
船
尾
に
、

海
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置
に
保
持
で
き
る

よ
う
に
取
り
付
け
る
こ
と
。

チ

予
備
の
吹
流
し
装
置
を
保
持
す
る
こ
と
。

七

残
さ
排
出
管
理
（
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
こ
と
。）

イ

投
縄
及
び
揚
縄
中
に
残
さ
排
出
を
行
わ
な
い
こ

と
。

ロ

投
縄
・
揚
縄
を
行
う
舷
側
の
反
対
側
の
舷
側
か
ら

残
さ
排
出
を
行
う
こ
と
。
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